
の
支
障
木
・
危
険
木
伐
採
等
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
３
月
末
で
整
備
が

完
了
を
い
た
し
ま
す
林
地
台
帳
を
活
用

し
、
森
林
組
合
や
森
林
所
有
者
が
保
有

す
る
新
し
い
情
報
を
地
図
情
報
等
に
反

映
さ
せ
、
台
帳
の
精
度
向
上
に
努
め
、

効
率
的
な
森
林
施
業
に
つ
な
げ
林
業
振

興
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

❖ 

水
産
業

　

水
産
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
漁
獲

量
の
拡
大
や
高
付
加
価
値
化
・
販
路
拡

大
・
コ
ス
ト
削
減
等
、
漁
業
所
得
の
向

上
を
目
指
す
、「
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ

ン
」
の
策
定
を
進
め
て
お
り
、
漁
場
の

環
境
整
備
や
衛
生
面
に
配
慮
し
た
施
設

整
備
等
、
プ
ラ
ン
に
沿
っ
た
取
り
組
み

を
支
援
し
水
産
振
興
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

❖ 

道
路
関
係

　

本
町
に
お
け
る
高
規
格
幹
線
道
路

は
、
平
成
25
年
度
に
「
一
般
国
道
42
号

新
宮
紀
宝
道
路
」
が
事
業
化
さ
れ
て
以

降
、
国
土
交
通
省
に
よ
り
各
種
調
査
、

道
路
詳
細
設
計
な
ど
が
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

平
成
29
年
度
よ
り
、
用
地
取
得
業
務

に
も
着
手
し
、
地
権
者
の
み
な
さ
ま
の

ご
理
解
を
頂
く
中
、
着
実
に
事
業
が
進

捗
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
地
権
者
の

み
な
さ
ま
を
始
め
と
す
る
関
係
各
位
に

対
し
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
29
年
12
月
23
日
に
は
、
新
宮
市

側
の
仮
称
新
宮
北
IC
付
近
で
工
事
に
着

手
す
る
こ
と
か
ら
、
国
土
交
通
省
、
三

重
・
和
歌
山
両
県
、
新
宮
市
、
紀
宝
町

の
共
催
に
よ
り
「
一
般
国
道
42
号
新
宮

紀
宝
道
路
起
工
式
」
が
新
宮
市
の
大
浜

体
育
館
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
工
事
の

安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
国
土
交
通
省
お
よ
び
三

重
県
「
近
畿
道
紀
勢
線
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
」、
産
業
建
設
課
内
に
設

置
し
て
お
り
ま
す
「
新
宮
紀
宝
道
路
推

進
室
」
が
連
携
を
密
に
し
、
地
権
者
の

み
な
さ
ま
の
ご
理
解
を
賜
る
な
か
、
関

係
機
関
、
ま
た
地
域
住
民
の
み
な
さ
ま

と
の
調
整
を
図
り
、「
一
般
国
道
42
号

新
宮
紀
宝
道
路
」
の
早
期
完
成
に
向

け
、
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
紀
伊
半
島
を
一
周
す
る
高

速
道
路
の
計
画
的
か
つ
早
期
実
現
に
向

け
、
三
重
・
和
歌
山
両
県
の
関
係
７
市

町
村
で
構
成
す
る
「
近
畿
自
動
車
道
紀

勢
線
（
熊
野
市
～
新
宮
市
間
）
建
設
促

進
期
成
同
盟
会
」
に
お
き
ま
し
て
も
、

未
事
業
化
区
間
を
早
期
に
新
規
事
業
化

す
る
こ
と
、「
一
般
国
道
42
号
新
宮
紀

宝
道
路
」、「
一
般
国
道
42
号
熊
野
道
路
」

を
早
期
完
成
す
る
こ
と
、
道
路
関
係
予

算
を
増
額
す
る
こ
と
な
ど
を
強
く
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

❖ 

町
道
の
整
備
・
補
修

　

次
に
、
平
成
30
年
度
の
建
設
工
事
に

つ
き
ま
し
て
は
、「
道
整
備
交
付
金
事

業
」
を
活
用
し
た
、
町
道
相
野
口
永
田

線
改
良
工
事
を
始
め
と
す
る
21
路
線
の

改
良
工
事
お
よ
び
、「
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
事
業
」
を
活
用
し
た
、
跡

田
３
号
橋
（
大
里
）
を
始
め
と
す
る
４

橋
の
橋
梁
修
繕
工
事
お
よ
び
、
橋
梁
点

検
、
鵜
殿
小
学
校
前
踏
切
の
拡
幅
工

事
、
鵜
殿
地
区
の
新
橋
梁
の
右
岸
側
橋

梁
下
部
工
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
安
全
・
安
心
な

住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
目
標

に
、
道
路
施
設
の
予
防
修
繕
と
計
画
的

な
道
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

❖ 

教
育
関
係

　

教
育
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成
27
年
度
よ
り
「
紀
宝
町
総
合
教
育

会
議
」
を
設
置
し
、「
紀
宝
町
教
育
大

綱
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
現
在
、
こ

の
大
綱
に
基
づ
き
ま
し
て
、
教
育
、

学
術
お
よ
び
文
化
の
振
興
に
関
す
る

総
合
的
な
施
策
を
推
進
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

学
力
向
上
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し

て
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
、「
紀
宝
町

学
力
向
上
推
進
協
議
会
」
を
核
と
し
て

推
進
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
「
全
国
学

力
学
習
状
況
調
査
」
や
「
み
え
ス
タ

デ
ィ
・
チ
ェ
ッ
ク
」
の
結
果
を
踏
ま

え
、
子
ど
も
た
ち
の
確
か
な
学
び
の
保

証
と
、
豊
か
な
成
長
の
た
め
に
、
教
職

員
の
指
導
力
の
向
上
を
図
り
つ
つ
、
学

校
全
体
で
授
業
改
善
等
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
児

童
生
徒
の
更
な
る
学
力
向
上
を
目
指
し

て
、
継
続
し
て
各
種
の
取
り
組
み
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
放
課
後
に
各
小
学
校
に
お
い

て
自
主
学
習
の
時
間
を
設
定
す
る
こ
と

に
よ
り
、
放
課
後
の
子
ど
も
た
ち
の
安

全
・
安
心
の
居
場
所
づ
く
り
や
、
子
育

て
支
援
に
も
つ
な
が
る「
放
課
後
サ
ポ
ー

ト
ス
ク
ー
ル
」、
さ
ら
に
長
期
休
業
中
に

各
小
学
校
区
単
位
の
５
会
場
で
実
施
す

る
「
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」、「
ウ
ィ
ン
タ
ー

ス
ク
ー
ル
」
を
引
き
続
き
実
施
し
、
児

童
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
、
個
別
の
自

主
学
習
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

科
学
へ
の
興
味
・
関
心
を
よ
り
一

層
高
め
る
と
と
も
に
、
親
子
で
楽
し

次
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く
↓

　

さ
ら
に
、
小
規
模
農
家
に
対
す
る
新

た
な
支
援
策
に
つ
い
て
、
国
、
県
に
対

し
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
他
農
業
関
連
の
支
援
施
策
に
つ

き
ま
し
て
は
、
流
通
業
者
、
消
費
者
等

に
対
す
る
Ｐ
Ｒ
媒
体
の
支
援
や
、
柑
橘

類
の
高
品
質
化
を
進
め
る
た
め
の
マ
ル

チ
栽
培
に
係
る
資
材
購
入
の
助
成
を
行

い
、
品
質
・
安
全
管
理
等
も
含
め
た
６

次
産
業
化
、
高
付
加
価
値
化
の
取
り
組

み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

❖ 

県
営
中
山
間
地
域
総
合

　 

整
備
事
業

　
「
県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

紀
宝
中
部
２
期
地
区
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
桐
原
地
区
の
営
農
飲
雑
用
水

施
設
を
始
め
、
老
朽
化
し
た
農
業
用

施
設
や
集
落
道
路
な
ど
の
整
備
計
画

を
策
定
し
、
平
成
29
年
度
か
ら
事
業

を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
は
桐
原
地
区
の
営
農

飲
雑
用
水
施
設
整
備
の
水
量
調
査
・

詳
細
設
計
を
実
施
し
、
平
成
31
年
度

か
ら
本
工
事
に
着
手
し
て
い
く
計
画

で
あ
り
、
町
と
い
た
し
ま
し
て
も
事

業
実
施
に
あ
た
り
、
県
お
よ
び
地
域

住
民
の
方
々
と
の
連
携
を
密
に
し
、

円
滑
に
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

❖ 

獣
害
対
策

　

獣
害
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地

域
住
民
の
み
な
さ
ま
へ
の
理
解
を
深

め
て
頂
く
た
め
、
講
習
会
の
開
催
や

侵
入
防
止
柵
の
設
置
補
助
、
捕
獲
檻

の
貸
し
出
し
等
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
講
習
会
の
開
催
や
啓
発

活
動
を
行
い
、
さ
ら
に
猟
友
会
の
方
々

に
対
す
る
支
援
や
、
農
地
へ
の
侵
入
を

防
止
す
る
対
策
を
実
施
し
、
被
害
の
軽

減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
❖ 

林
業

　

林
業
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
「
み
え

森
と
緑
の
県
民
税
」
等
を
活
用
し
、
紀

宝
町
の
自
然
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
場

と
し
て
、
講
演
会
や
体
験
講
座
等
の
開

催
、
さ
ら
に
、
自
伐
林
家
へ
の
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
用
の
間
伐
材
搬
出
の
補

助
、
公
共
施
設
の
周
辺
緑
地
や
生
活
道

　

ま
た
、
従
来
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま

す
、
妊
婦
健
康
診
査
の
助
成
、
不
妊
治

療
の
助
成
、
産
後
ケ
ア
事
業
、
乳
幼
児

健
診
、
発
達
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
へ

の
対
応
、
さ
ら
に
平
成
30
年
度
か
ら

は
、
産
後
う
つ
の
予
防
や
新
生
児
へ
の

虐
待
予
防
等
を
図
る
観
点
か
ら
、
産
後

２
週
間
、
産
後
１
か
月
な
ど
、
出
産
後

間
も
な
い
時
期
か
ら
の
産
婦
に
対
す
る

支
援
の
強
化
を
図
る
た
め
、「
産
婦
健

康
診
査
事
業
」
を
新
規
事
業
と
し
て
実

施
し
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
体
制
を
整

備
し
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
切
れ

目
の
な
い
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
充
実

さ
せ
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

❖ 

歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り

　

全
身
の
健
康
に
つ
な
が
る
歯
と
口

腔
の
健
康
づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
紀
宝
町
歯
科
保
健
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会

議
」
に
お
い
て
企
画
検
討
し
、
横
断

的
に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
生

涯
に
わ
た
る
生
活
の
質
の
向
上
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

❖ 

相
野
谷
診
療
所

　

相
野
谷
診
療
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、

事
業
所
検
診
や
生
活
習
慣
病
予
防
検

診
、
が
ん
検
診
な
ど
の
各
種
検
診
業

務
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
行
政
・
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
事
業
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
医
療
に
つ
き
ま
し
て

は
、
地
域
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
包
括
的

に
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
、
事
業
の

推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

❖ 

農
業
委
員
会

　

産
業
建
設
課
関
係
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
28
年
４
月
１
日
に
施
行
さ

れ
た
改
正
農
業
委
員
会
法
に
よ
り
、

紀
宝
町
農
業
委
員
会
に
お
き
ま
し
て

も
任
期
満
了
と
な
る
平
成
30
年
７
月

か
ら
、
新
制
度
で
の
活
動
が
ス
タ
ー

ト
を
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
委
員
と
は
別
に
、
農
地

利
用
の
最
適
化
の
推
進
の
た
め
、
新
た

に
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
設
置

し
、
本
町
の
農
業
の
振
興
と
発
展
を
目

指
し
、
遊
休
農
地
お
よ
び
荒
廃
農
地
の

解
消
を
図
り
、
意
欲
あ
る
担
い
手
へ
の

農
地
集
積
や
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

❖ 

農
業
関
係

　

農
業
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、
主
食

用
米
の
生
産
数
量
目
標
の
撤
廃
や
、
米

の
直
接
支
払
交
付
金
が
廃
止
さ
れ
、
小

規
模
農
家
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
国

か
ら
の
情
報
を
基
に
、
県
や
Ｊ
Ａ
等
の

関
係
機
関
と
生
産
需
給
調
整
を
行
い
、

米
価
の
安
定
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ＧＧ（グリーン・グロー）作戦

新宮紀宝道路起工式（平成 29 年 12 月 23 日）
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